
 

船舶事故等調査報告書 

平成２１年１２月２４日 

運輸安全委員会（海事専門部会）議決 

事故等番号 ２００９那第３８号 

事故等種類 運航不能（機関損傷） 

発生日時 平成２１年２月６日 １５時００分ごろ 

発生場所 沖縄県宮古郡多良間
た ら ま

村水
みん

納
な

島灯台から真方位２２５°４.０海里付近 

（概位 北緯２４°４２.０′ 東経１２４°３９.０′） 

事故等調査の経過  平成２１年５月２２日、本インシデントの調査を担当する主管調査官

（那覇事務所）を指名した。 

 原因関係者から意見聴取を行った。 

事実情報 

 船種船名、総トン数 

 船舶番号、船舶所有者等 

 

漁船 和福
かずふく

丸、１.９５トン 

ＯＮ３－２５９７０（漁船登録番号）、個人所有 

 乗組員等に関する情報 船長、一級小型船舶操縦士・特殊小型船舶操縦士・特定 

 死傷者等 なし 

 損傷 なし（ボルトの緩みを締め直した。） 

 事故等の経過  本船は、船長１人が乗り組み、石垣漁港を発して航行中、平成２１年２

月６日１５時００分ごろ、多良間島南西沖において、舵棒に舵を取付ける

ボルトが緩んだため、舵が効かなくなった。海上保安庁に救助を求め、巡

視船にえい
．．

航された。 

 気象・海象 気象：天気 晴れ、風向 北東、風力 ２、視程 約２５㎞ 

分析 乗組員等の関与 

船体・機関等の関与 

気象・海象の関与 

判明した事項の解析 

あり 

あり 

なし 

本船は、舵の点検・整備が適切に行われていな

かった可能性があると考えられる。 

原因 本インシデントは、本船が多良間島南西沖を航行中、舵棒に舵を取り付

けるボルト２本が緩んだため、舵が効かなくなったことにより発生した可

能性があると考えられる。 

 




